
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

19,061 623 18,438

年間一人当たり
の貸出冊数

図書購入費寄
附金

年間一人当たり
の貸出冊数
小学校26.0冊
中学校13.4冊

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

施策 2-1-2 豊かな心を育む教育の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

学校図書館活用事業

担
当
課

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

学校図書館活用事業については、継続して学校図書センターを中心に学校と図書館の連携を図る。

学校図書センターを拠点として、各学校
へ学校司書を配置し、図書の購入や学校
図書館の環境整備等を行い、学校図書館
の充実を図る。また、大曲地区をモデル
に「まちなか司書」を配置して、小学校
図書館・保育施設の巡回等を実施する。

新しい図書の購入や更新、学校
司書の巡回配置による授業支援
や環境整備など、学校図書館利
用の活性化につながっている。

現状継続 現状継続

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

636 636

個人、団体の表
彰

生涯学習振興
基金とりくず
し

個人、団体の表
彰　25名、4団
体

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　市民の芸術文化活動、スポーツ活動を振興するため事業を継続することが必要であることから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

文化賞・スポーツ賞
等表彰事業

文化・スポーツ分野において、優秀な活
動を行い、市民の文化・スポーツ活動の
向上発展に寄与した市民団体及び団体を
顕彰する。

25個人、4団体の表彰を行い、受
賞者は表彰後も活発に活動を継
続されており、地域の文化・ス
ポーツ振興に寄与している。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-6 芸術文化の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-6-1 だれもが参加できる地域文化の振興



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

90 90

事業の実施

事業の実施　0
件

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　音楽協会、文化連盟は市内の各地区協会や単位団体を取り込んで、地域に根差した活動を行っていることから市の芸術文化の振興には欠くことのでき
ない団体であり、今後も継続した支援が必要である。また、多くの市民に芸術文化活動に親しんでもらえる事業を自主的に行っていることからも現状継
続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

文化団体活動支援事
業

市内の芸術文化振興のため、芸術文化活
動を行う各種団体への支援を行う。

北広島市文化連盟と北広島音楽
協会は、共に継続して芸術文化
に関する事業を予定したが、新
型コロナウイルス感染症拡大防
止対策により会議以外の主催事
業を中止した。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-6 芸術文化の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-6-1 だれもが参加できる地域文化の振興



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0 0

文化祭等の実施

文化祭等の実施
0件

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　郷土色を演出した地区文化祭を各地区文化協会が中心に自主企画していることに加え、市民総合文化祭を企画運営しており、市民自らの企画運営によ
る芸術文化活動を進行するため現状継続とする。
　なお、市民の芸術文化活動の拠点となる文化ホール等については、施設・設備の老朽化や補修部品等の流通の終了等が進んでいることから、計画的な
修繕・更新を早急に行う必要がある。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

市民文化祭奨励事業
市内の芸術文化振興のため、市民の芸術
文化活動を発表する機会の提供とその支
援を行う。

新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策により市民総合文化祭
及び、各地区文化祭を中止し
た。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-6 芸術文化の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-6-1 だれもが参加できる地域文化の振興



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

270 270

助成件数

生涯学習振興
基金とりくず
し

助成件数　3件

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　青少年の優れた芸術文化活動の振興を図るため、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

青少年芸術文化大会
出場支援事業

青少年における芸術文化活動の振興を図
るため、関係する大会に出場する個人又
は団体に対し、その費用の一部を助成す
る。

全国大会への出場による申請3件
（2個人、1団体）に助成した。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-6 芸術文化の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-6-1 だれもが参加できる地域文化の振興



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

5,565 5,565

芸術文化ホール
運営委員会主催
事業
の加者数
(R元/6,531
人)、
参加率
(R元/73.1%)

芸術文化ホール
運営委員会主催
事業の参加者数
(R元/2,319
人)、
参加率
(R元/71.19%)

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-6 芸術文化の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-6-2 創造と交流を生む芸術文化活動の展開

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

芸術文化ホール運営
委員会連携事業

芸術鑑賞型事業及び芸術創造事業を推進
している芸術文化ホール運営委員会と連
携し、各種事業を展開する。

16事業を企画したが、新型コロ
ナウイルス感染症対策のため、
およそ例年の開館日数の1/3（82
日）が休館となり、主催事業を
中止したほか、実施をした事業
でも、国や道の要請に基づき収
容率を制限する等の措置を行
い、14事業を実施した。
しかし、事業ごとに実施してい
るアンケート結果では好評を得
ているところでる。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　今後、運営委員会の役割や事業運営の方策などについて検討を行うことが必要である。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

116 116

ボランティアの
サポート

ボランティアに
よるサポート
18事業、延68人

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　芸術文化ホールの運営が円滑に行われるためにも不可欠な団体であり、継続した支援を行うことが必要であることから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

花ホールスタッフの
会支援事業

市及び芸術文化ホール運営委員会等主催
の鑑賞事業のサポート活動及びバーコー
ナーの運営など、芸術文化ホール（花
ホール）を拠点に活動する花ホールス
タッフの会を支援する。市が花ホールボ
ランティア育成のため、講習会を実施す
る。

ボランティアのサポートによ
り、安定したホール運営が可能
となっている。スタッフ自らに
おいても、資質向上のための研
修を行っているが、新型コロナ
ウイルス感染症対策のため、
バーコーナー、クロークの運営
及び研修活動を中止した。
（18事業、延68人）

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-6 芸術文化の振興
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-6-2 創造と交流を生む芸術文化活動の展開



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

18,651 100 18,551

年間貸出冊数
411,888冊
（R元年度）

図書購入費寄
附金

355,565冊

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

図書館サービス提供事業については、新刊リクエストなど利用者に要望による資料の購入、他図書館からの相互貸借等で資料の提供を行い、高い利用率
を維持することが求められている。今後も生涯学習の情報発信の拠点施設として、幅広い市民要求に応えていくため、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

図書館サービス提供
事業

図書館が行っている図書の貸出・リクエ
スト・予約やレファレンス・相互貸借な
どの基本的サービスのほか、利用価値の
高い図書館サービスを提供する。また、
ＤＡＩＳＹ図書等障がい者用資料の活用
を図る。

貸出、予約・リクエスト、相談
業務等、市民から寄せられる要
望に応えるため、資料やデータ
ベースを活用した利用サービス
を行った。
本の購入 6,871冊、貸出 355，
565冊。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-8 読書活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-8-1 図書館サービスの充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

600 600

フィールドネッ
ト事業集客数
8,000人
（R元年度）

フィールドネッ
ト事業集客数
4,778人

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

図書館フィールドネット連携事業については、市民の要望を反映した読書活動推進には、ボランティアとの協働は不可欠であり、活動支援や連携を図っ
ていくため、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

文
化
課

図書館フィールド
ネット連携事業

図書館のボランティア団体で構成する北
広島市図書館フィールドネット運営委員
会を支援し、読書の普及事業を促進す
る。

運営委員会を支援し、安定した
市民との協働による読書の普及
普及事業を行っている。新型コ
ロナウイルス感染症対策のた
め、11事業を中止し、10事業を
実施した。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-8 読書活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-8-1 図書館サービスの充実


